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第20回全国大会の概要
　第20回全国大会を2024年10月
26日（土）～ 27日（日）に中村学
園大学・中村学園大学短期大学部

（福岡市城南区）で開催します。本
大会のテーマは「よい理論ほど実践
的である－協同の理論と実践の往
還－」です。協同を基盤におく教育
や学習が発展し、さまざまな領域に
浸透していくために、理論にもとづ
く実践や実践の気づきにもとづく理

論作りといった理論と実践の往還
が生まれる場になるよう準備を進め
ております。1日目の午後には早稲
田大学の河村茂雄教授をお招きし
て記念講演を開催します。多くのみ
なさまの参加をお待ちしておりま
す。
　なお、福岡市の週末は観光需要の
高まりによってホテル等の予約が難
しくなる場合があります。どうぞお
早めに宿泊のご予約をご検討くだ
さい。中村学園大学は地下鉄七隈線
沿線にあり、博多駅や天神地区から
のアクセスは良好です。
１．大会テーマ
「よい理論ほど実践的である－協

同の理論と実践の往還－」
２．大会日程と会場
　1日目：2024年10月26日（土）
　2日目：2024年10月27日（日）
　会場：中村学園大学・中村学園
大学短期大学部2号館（福岡市城南
区別府5-7-1）
３．発表形式
　口頭発表（25分）研究発表と実
践報告の２タイプ。
　ラウンドテーブル（120分）
　ワークショップ（120分）
４．発表申込募集期間
　開始日　2024年6月1日（土）
　締切日　2024年７月31日（水）
　大会で発表できるのは、令和6

（2024）年度までの会費完納者に限
ります。
５．発表要旨原稿受付
　開始日　2024年6月1日（土）

　締切日　2024年７月31日（水）
　早期参加申込と大会参加費の支
払いを完了する必要があります。
６．参加申込と参加費支払い期間
【早期参加申込】2024年6月1日

（土）～ 7月31日（水）※会員のみ
【事前参加申込】2024年8月1日

（木）～ 10月18日（金）
【当日参加申込】2024年10月26

日（土）～ 10月27日（日）
早期参加申込と事前参加申込は

振込完了をもって申し込み完了とな
ります。

大会参加費とその振込口座につ
いては学会ホームページで別途お
知らせします。
（年会費の振込口座とは異なりま

す。）
７．イブニングセッション
　１日目の夕方にイブニングセッ
ションとして立食形式で参加者間
の情報交換の場を設けております。
詳細については学会ホームページ
で別途お知らせします。
８．大会に関する問合せ先

日本協同教育学会  第20回大会　
大会実行委員会
〒814-0198  福岡市城南区別府
5-7-1
中村学園大学  野上 俊一 研究室内
E-mail：taikai jasce
　お問い合わせはE-mailでお願い
致します。件名の冒頭に「第20回大
会」の文言を入れてください。
　第20回大会実行委員長　野上 
俊一

学会ホームページhttp://jasce.jp
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で活発な議論が行われ、新たな知見
が得られました。講座終了後のアン
ケートでは、「新年度にむけて“協同
を測る”ことを模索していたので、
とても興味深く話を聞くことができ
ました」「協同の何を測るのかを明確
にして、対象や時期、感情や行動面
など研究デザインを具体的に検討
することが大切だと学びました」な
どの感想が寄せられました。

次回、第10回オンライン講座（第
11章「看護教育と協同学習」）の開
催は、2024年6月22日（土）です。
詳細については、今後ニューズレ
ターならびに学会HPでご案内いた
します。次回以降も多くの皆さまの
ご参加をお待ちしております。
　研修委員会（kenshu jasce ）

第10回オンライン講座「日本の協
同学習」のご案内
　2024年6月22日（土）14時から、
第10回オンライン講座「日本の協同
学習」を開催いたします。この講座
は、学会設立15周年を記念して会
員の皆さまに配本した『日本の協同
学習』（2019、ナカニシヤ出版）を
テキストとして１章ずつ学ぶもので
す。第10回は梅花女子大学の緒方
巧先生を講師としてお迎えし、第11
章「看護教育と協同学習」のご講話
とご講話に基づく参加者間の交流
を予定しています。学会ホームペー
ジから参加の申し込みをされた方
にZoomのアドレスを送付いたしま
す。テキストをご準備いただければ、
未会員の皆様の参加も大歓迎です。
参加費は無料です。皆さまのご参加
をお待ちしております。
　研修委員会（kenshu jasce ）

『協同と教育』への投稿募集中
『協同と教育』への投稿を随時受

け付けています（次号は第20号で
す）。投稿受理から査読を経て採択
が決定されるまでに通常数ヶ月以
上を要します。みなさまの積極的な
投稿をお待ちしております。

『協同教育実践論文集』創刊号発行
に向けた執筆・投稿規程と投稿区分
①『協同教育実践論文集』執筆・投
稿規程
②『協同と教育』並びに『協同教育
実践論文集』の投稿区分に関する申
合せ

上記を学会HPに掲載しましたの
で、ご確認ください。みなさまの投稿
や問い合わせをお待ちしています。

第9回オンライン講座「日本の協同
学習」を開催しました

2024年2月10日（土）に第9回
オンライン講座「日本の協同学習」
を開催いたしました。この講座は、
学会設立15周年を記念して会員の
皆さまに配本した『日本の協同学
習』（2019、ナカニシヤ出版）を１
章ずつ学ぶものです。今回は、第8
章「協同を測る-協同作業認識尺度
とその展開」を執筆された甲原定房
先生（本学会理事、山口県立大学教
授）より、協同学習における重要な
概念やその測定方法について、熱心
かつ詳細にご講演いただきました。
参加者は会員20名、未会員1名の計
21名でした。講座の進行は、事前に
該当章を予習し、グループに分かれ
て自己紹介を行うことから始まりま
した。その後、予習の際に生じた疑
問や興味関心について、参加者同士

会員情報の変更届
年度がわりの異動や転居などに

ともなって、所属・住所・メールア
ドレス等の変更があった場合、すみ
やかに会員情報変更をお願いしま
す。届け出は学会ホームページの

「会員情報変更フォーム」から随時
可能です。（https://www.jasce/
php/1044 form.php）

年会費納入のお願い
本年度の年会費5,000円の納入

をお願いいたします。以下の口座に
振り込んでください。未納の場合、
学会細則第3条（https://jasce
/1042saisoku.php）により会員資格
を失うことがあります。
◇銀行振込の場合

金融機関名　ゆうちょ銀行
支　店　　　〇一九
口座番号　　（当座）0315442
名　義　　　日本協同教育学会

◇郵便局で「振込取扱票」をお使い
の場合

口座記号・番号 00100−8−315442
加入者名　　日本協同教育学会

『協同と教育』第19号の発行について
2024年3月に『協同と教育』第

19号が発行されました。今号では会
長の髙旗浩志先生の結風から始ま
り、研究論文、実践研究論文ならび
に書評がそれぞれ1編、集録されて
おります。ぜひともお目通しください。

なお、今号より、2023年度分ま
での年会費納入者にのみ発送され
ております。未発送の方には2023
年度分までの会費納入が確認され
次第、順次発送いたしますので、よ
ろしくお願いいたします。

各地のワークショップや研究会の情報については、学会ＨＰでもご確認ください。
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交換会（懇親会）を開催しました。
50名を超える参加者が一同に集い、
その日の学びを語り合ったり、日々
の教育実践での気づきを相談した
り、新たな繋がりやアイディアが生
まれたりと熱気あふれるひとときで
した。

各ワークショップにご参加くだ
さった皆様、2日間お疲れ様でした。
現場で実践を続けられ、たくさんの
質問や気づきを持って、どうぞまた
ワークショップにご参加ください。
そして、今回100名近い人々が集っ
た3つのワークショップの同時運営
にご協力いただきました多くの皆様
に深く感謝を申し上げます。
　研修委員会（kenshu jasce ）

各地の研究会・勉強会
（東京地域）
協同学習を用いた看護教育研究会 
in Tokyo
◇第1回研究会実施報告

2024年3月16日（土）13：30 ～
16：30、創価大学教育学部（B棟）
601教室にて、第1回の研究会を開
催しました。

た。参加者からは「協同学習をしな
がら、協同学習の理論が学べたこ
と。現場で実践する時はどうするか
を常に考えられたこと」、「共に学び
合う仲間との本ワークショップでの
学びの体験が、日々の学生への授業
に活きてくると思いました」、「ルー
ブリックの作成を学べたことは大き
な収穫となりました。」といった感想
が寄せられました。
　2018年3月以来の開催となった
マスターコースの参加者は12名で
した。講師は、杉江修治先生、石田
裕久先生、安永悟先生、関田一彦先
生の4名でした。参加者からは「も
う一度“なぜ協同学習なのか？ “を
考えて、人に伝えたいという気持ち
になりました」、「それぞれの先生か
らから協同の本質に迫るお話や私
たちに期待されることなどのお話か
ら、多くの学びと自分の考えを深め
る機会となりました」、「事前学習と
ワークショップを通して協同学習の
学び直しができました。同じ目標を
持つ仲間同士で建設的な意見交換
ができました。」といった感想が寄せ
られました。
　1日目の夜には、ベーシック・ア
ドバンス・マスターの3コースと協
同教育実践交流会の合同での情報

協同教育実践交流会（ミニ講座）を
開催しました
　2024年3月9日と10日に創価大
学にて「協同教育実践交流会（ミニ
講座）」を開催しました。5名の先生
方（原田信之先生、水野正朗先生、
関田一彦先生、最首昌和先生、佐瀬
竜一先生）による協同教育や協同学
習の多様なトピックに関する90分
のミニ講座を2日間で5つ開きまし
た。大学院生や大学教員を中心に延
べ56名の参加者が参加し、それぞ
れの講座では先生方の講話や参加
者間の交流を通して、「協同教育へ
の関心が高まりました。」「集団のも
つパワーや効果、さらにそれらを意
図的に方向づける具体的方法など
が理解できました。」等の感想が寄
せられました。
　研修委員会（kenshu jasce ）

学会ワークショップの3コースを同
時開催しました
　2024年3月9日と10日に創価大
学にてベーシック・アドバンス・マ
スターの3コースを同時開催いたし
ました。関東地区での認定ワーク
ショップは2019年7月以来の開催
でした。
　ベーシックコースの講師は太田
昌宏先生で、参加者は34名でした。
参加者からは「学習者の立場で体験
できたことがとてもよかったです」、

「理論を学ぶときに、どのような技法
を使ってその内容を理解するかを、
身をもって体験できた」、「課題意識
をもってお集まりの先生方と話すこ
とで学びが深まった」といった感想
が寄せられました。
　アドバンスコースの講師は伏野
久美子先生で、参加者は15名でし

学会ワークショップ　今後の予定（判明分）
＜ベーシック＞
8月3日（土）、4日（日）【主催】
　会場： 岡山大学教師教育開発センター東山ブランチ（岡山県岡山

市）
　講師：サルバション有紀
　最新情報、参加のお申し込みは学会HP（https://jasce /1031 
workshop.php）からお願いいたします。 

会員による実践研究会等の開催がありましたら広報委員会（koho jasce ）まで情報をお寄せください。
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課題」。三重県美浜町立尾呂志学園
（小中一貫）の取組みを手がかりに
これからの学校の課題について考
えます。名古屋大学大学院附属授業
研究国際センター主催で、本研究会
とCBTE研究会が共同開催します。
参加は無料。オンライン参加も可能
です。詳細は下記連絡先にお問い合
わせください。
　連絡先：水野正朗（東海学園大学　
mizuno-ma tokaigakuen-u.ac ）

第5回協同学習と動機づけ研究会
（三重）
◇2024年3月17日（日）に第5回

「協同学習と動機づけ研究会」を開
催いたしました。今回は三重県立川
越高等学校の石田正寿先生のファ
シリテートで、ルーブリック評価に
おけるモデレーションに関するワー
クショップが行われました。会の最
初に身体を使ったアイスブレーキン
グ活動を行った後、高校における探
究学習でのポスターを題材に、「よ
い探究にするポイント」を個人で考
えた後、グループで共有しました。
その後、「特派員」を使ったグルー
プ間共有が行われ、全体的にも共有
が行われました。会全体を通してた
くさんの意見交換が行われ、まさに

「促進的相互交流」によって新たな
アイデアが生まれる研究会となりま
した。（中西良文・長濱文与）

日（土）13：30から、会場は杏林大
学を予定しています。今後ともよろ
しくお願いいたします。
　（代表：添田百合子、副代表：武
信真理子）（写真）
　連絡先：添田百合子（ysoeda
soka-u ）

（名古屋・東海地域）
名古屋・協同の学びをつくる研究会
◇2024年2月例会を、2月3日（土）
13：30から名古屋大学教育学部・
共通講義棟２階第３講義室で開催
しました。参加者は14名。教職を目
指す大学生の参加もありました。
テーマは「学校教員（教師）による
教育学研究：大学院前期博士課程
で学ぶ」。報告を、学校教員を続け
ながら名古屋大学教育発達科学研
究科に在籍し、修士論文を書き上げ
た２名の先生にお願いしました。出
井伸宏先生（名古屋市立八熊小学校
校長、4月から至学館大学）「省察的
実践による社会科若手教師の専門
性発達に関する実証的研究：名古
屋市の指導体験記録の事例分析を
中心に」、鈴木正幸先生（元小中学
校教諭）「授業における子どもの思
考の多様性に応ずる教師の意思決
定」。
　教師が自分自身や同僚の教育実
践を科学的に分析して知見を得る
ことの意義、プロフェッショナルな
行為としての省察的実践を日々行
うことの重要性が、分析事例にもと
づいて議論されました。
◇次回は、7月20日（土）15：00
～ 17：00、名古屋大学教育学部１
階大講義室で開催します。テーマは

「『地域と共にある学校』の新たな挑
戦：グローバルから見たローカルの

　研究会立ち上げの記念ともなる
第1回のテーマは、「協同学習の魅
力：看護学生の成長と未来を拓く
基礎」としました。研究会では、添
田代表の挨拶に続き、緒方巧先生、
卜部紘子先生からいただいた応援
メッセージの紹介、続いて、本日の
プログラムの説明と参加者の自己
紹介を行いました。参加者は、東京
4名に加え、愛知1名、沖縄1名の6
名で、それぞれの看護職者として、
また看護教員として現在に至るま
での背景や、どのように協同学習を
用いた看護教育に取り組み、その中
で感じている課題などを共有しまし
た。
　基調講演は関田一彦先生にお願
いし、「協同学習と看護教育」のテー
マでご講演いただきました。
　グループワークを行い、各自の実
践に基づき活発な意見交換が行わ
れました。少人数であったことから
懇談的に進めることができました。
参加者からは、「温かい雰囲気の中
で協同学習について深く学ぶこと
ができた」との感想がありました。
その中で、学びたいテーマについて
要望が寄せられ、次回の企画に取り
入れることが提案されました。
◇第2回研究会ご案内
　第2回の研究会は2024年6月29

第1回の研修会の記念写真

会員による投稿記事「ショートレター」を募集します。広報委員会（koho jasce ）に原稿をお送りください。



「JASCE NEWS」　075号（2024年4月30日）

今回のテーマは「深い学びに導く
ための効果的な予習（事前学習）の
仕掛けを考える」とし、事前課題と
して効果的な予習（事前学習）の仕
掛けで①工夫していること・②難し
さを感じていることを準備して参加
していただきました。

まず話題提供として、杏林大学看
護学部の武信真理子先生と千里金
蘭大学看護学部の堀川眞知子先生
が「看護基礎教育におけるアクティ
ブラーニングの予習に関する文献
検討」に関する研究成果を発表され
ました。武信真理子先生はオンライ
ンで参加され、参加者との質疑応答
に応じていただきました。

グループ活動1では、各自が事前
課題として取り組んできた実践例
を共有できるよう付箋ワークにより
意見を交換し、グループ活動2では、
今後に向けた改善策について意見
を出し合い、その後、お散歩参観を
して成果物を全体共有しました。共
感や称賛を伝えたい意見（付箋）に
は笑顔マークのシールを貼るなどし
て互いの実践にコンプリメントしま
した。全体でのフリートークでは、
多くの方が学生を深い学びに導く
ためには予習（事前課題）のねらい・
意義の説明、評価、事前課題の提示
時期・課題の量・科目・領域間での
連携などについて、試行錯誤し工夫
されていることがわかりました。

研究会後のアンケートでは、「ひと
りで行き詰っていたが研究会でパ
ワーをもらった」、「学生が自ら学ぶ
動機づけに多くのヒントを得た」、

「事前課題が授業、演習、実習、そ
の先の看護実践につながる（必要
な）ものだと学生が実感できるよう
に教員の工夫が必要」などの声が寄

力」について意見交換をした後、学
習者たちの声を基に「学習者にとっ
て協同を阻むもの・促進するもの」
について考えを共有し、その上で、

「学習者の協同する力を育むために
教育実践で工夫していきたいこと」
を話し合いました。次に、話し合い
の内容を「特派員」で全体共有し、
質疑応答を行い、今の学習者たちの
リアルな思いや事情、その中で改め
て大切にしたいことや具体的な手
立てについて考え、見出すことがで
きました。

研究会後のアンケートでは、「学
生へのポジティブフィードバックが
私たちの想像以上に学生たちへ勇
気をもたらすことがわかったので、
これからもっと意識的に行っていき
たい」
「『1人でもやれる覚悟』という言

葉が印象的だった。協同学習の意義
を伝える時に、個人の責任だけでな
く、人との協働のために自分で自分
を認めること、自分で自分の立ち位
置をつくることについても学生に伝
えていきたい」「話し合いを通して、
学生たちが本当に協同に対する経
験値を持っていないことを実感し
た。まずは学生が経験できる場を設
定すること、かつそこが成功し合う
場でなければ、協同を進めるのは難
しいと思った。安心できる環境をつ
くることの大切さを学べた」などの
感想や気づきが寄せられました。
（文責：室住実恵、卜部紘子）

◇第52回「協同学習を用いた看護
教育研究会」を2024年3月17日

（日）13時30分から17時30分、グ
ランフロント大阪アクティブスタジ
オで開催し、19名の参加者のうち2
名の方が初参加でした。

　連絡先：中西良文（nakanishi.
yoshifumi.mie.u.ac gmail.
com）

（大阪地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
◇第51回「協同学習を用いた看護
教育研究会」を2024年1月20日

（土）13時30分から17時00分、グ
ランフロント大阪アクティブスタジ
オにて開催し、参加者は27名でし
た。会の冒頭では、能登半島地震の
災害支援のために自衛隊伊丹駐屯
地から10日間、被災地に赴いておら
れた関西福祉大学准教授の菊原美
緒先生から、現地での支援活動の様
子や、その派遣チームのチームビル
ディングのために協同の精神や技
法が役立った等、貴重なお話を伺う
ことができました。

今回のテーマは「学習者にとって
の『協同』を手がかりに協同学習を
考える」とし、事前に参加者が身近
な学習者たちの声を聴いたものを
互いに持ち寄りました。グループ毎
に学習者に育んで欲しい「協同する
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対して、開催日の１週間前を目処に
当日の資料をメール添付でお届け
し ま す。 参 加 希 望 の 方 は 高 旗

（takahata okayama-u.ac  岡山
大学）までご一報ください。今年度
から、終了後の懇親会を復活させた
いと思っています。なお、第3回と
第4回の発表者を募集中です。
第1回 6月15日（土）中学校・理科
第2回 8月24日（土）小学校・国語
第3回 12月7日（土）
第4回 2025年3月1日（土）
　連絡先：髙旗浩志（岡山大学教
師教育開発センター　takahata
okayama-u.ac ）

（沖縄地域）
協同学習を用いた看護教育研究会　
in Okinawa
◇2024年3月23日（土）14：00 ～
17：00に開催しました。

今回は研究会の発足を兼ねたお
祝い的な要素を含んだ研究会にな
りました。参加者は52名で県外から
は9名の方がここ沖縄に集いまし
た。特にこれまで沖縄の協同学習に
関わってこられた緒方巧先生、安永
悟先生のご参加は研究会発足に重
みを与えて下さったと感謝いたしま
す。

研究会は休憩をはさみ二部構成
としました。前半は、「協同学習を用
いた看護教育研究会in Okinawa」
を立ち上げるに至る経緯とその目的
について説明をし、その後、「協同学
習を組織的に取り組むことへのチャ
レンジ」、「学内における協同学習の
具体的実践例」として学校法人湘央
学園浦添看護学校の取り組みを紹
介しました。
「協同学習を組織的に取り組むこ

第2回目のプロジェクトは5 ～ 6
月ごろに、今回考えたデザインを実
際の授業で活用するという視点か
ら検討するという内容で実施したい
と考えています。これ以降、第3回、
第4回と回を重ねていき、各学校で
の実践につながる形まで高めてい
きたいと思います。

ご意見ご要望がありましたら、遠
慮なく下記の連絡先までよろしくお
願いします。　

連絡先：代表　中村哲也（常磐会
学園大学　nani7272 yahoo.co ）

（中四国地域）
協同学習研究会（岡山）
◇今年度も4回の研究会を開催し
ます。対面とオンラインのハイフ
レックス開催です。事前にメールア
ドレスを頂いている方には、各回の
１ヶ月前を目処に開催のご案内をお
届けします。その後、参加希望者に

せられました。
（文責：荒巻富美・堀川眞知子）

◇次回は、2024年5月18日（土）
13：30 ～ 17：30、会場はグランフ
ロント大阪アクティブスタジオで、
テーマは「高校教育の現状と看護基
礎教育への接続・協同学習の意義」
です。皆様のご参加を心よりお待ち
しております。
　連絡先：研究会代表　緒方 巧

（t-ogata baika.ac ）

きょう探研（きょうどう探究型授業
づくり研究会）
◇協同学習型授業デザインプロ
ジェクト―第1回　協同学習型授業
デザインを作ろう―

〇 対面…3月17日（日）　四條畷
西中学校　13：00 ～ 16：30

〇 オンライン…3月30日（土）  
ZOOM開催　9：30 ～ 12：00

本年度の協同学習の授業デザイ
ンを考えるプロジェクトの一環で行
いました。このプロジェクトは協同
学習に基づく小・中・高等学校での
授業づくりはどのようなものかを考
え、それを各学校の実践につなげて
いこうとするものです。

今回はその第1回目で、「協同学習
の考え方に基づく授業デザインを
考える」という内容で進めました。
内容は杉江修治先生の著書の内容
を整理・分析したものを、参加者と
検討する形で進めました。大阪の四
條畷西中学校で対面にて開催しま
した。ただ遠方の方や日程が合わず
に参加できなくて残念という多くの
声をいただきましたので、ZOOMで
オンラインでの開催も急遽企画し
開催しました。

対面　3月17日（日）
四條畷西中学校　13：00 ～16：30

オンライン　3月30日（土）
ZOOM開催　9：30 ～12：00
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とへのチャレンジ」では、入学前、
さらに入学後の1年から3年までの
各教科目（特に看護学）を通して途
切れることのない一貫した協同学
習の実践について報告しました。ま
た、学内での授業科目のみならず臨
地実習にまで及ぶ取り組みは看護
専門学校における学び方を示すと
同時に協同学習を定着させることに
繋がる効果があることを報告しまし
た。それについては参加者からは

「学生の学びの成果を可視化し、形
にしていくことの必要性がある」と
のご意見を頂きました。今後の課題
であることを認識しました。

また、「学内における協同学習の
具体的実践例」ではジグソー学習法
及び特派員を用いた「健康支援を知
る実習」について紹介しました。こ
の実習は5つの看護領域を横断す
る形で4か月という長期間にまたが
る実習です。実習の目的は「地域の
中で生活する人々を捉え、人々の健
康を維持・増進するための支援の
在り方を学び、看護師としての基礎
的能力を養う。」ことです。実習前の
学内における課題学習、実習後の学
びの共有にジグソー学習法と特派
員を活用しました。5月から9月にか
けての実習展開は、学生の学びが
徐々に深まり、その成果を1月の臨
地実習に活かすことを目指した展
開です。緒方先生曰く「まるでバー
ムクーヘンのようだね！」は私ども
が目指す実習展開を説明するのに
的確な表現だと思いました。

このような実習展開は、1年間協
同学習を体験した2年だからこそで
きるのではないかと思います。しか
し、さらにより良い展開方法もある
のではないかと考え、休憩をはさみ

後半では「健康支援を知る実習」の
実践報告を受けて「学生の学びをさ
らに深めるには」をテーマにグルー
プワークを行いました。協同学習に
初めて参加する人もいたことから各
グループにファシリテーター的な役
割を担うことができる参加者を配置
しました。その方たちに事前に承諾
を得ることはありませんでしたが、
自然発生的にファシリテーターの役
割を担い、限られた時間の中で活発
にグループワークを進めていまし
た。参加者のアンケートにグループ
ワークについての記述が多かったこ
とから、この進め方は効果的だった
と納得しました。さらに初めて協同
学習を体験した参加者の「協同学習
をやってみたい」という動機付けに
もなったと思います。最後に参加者
のアンケート結果を簡単にまとめま
した。
1. 研究会で良かったこととしてグ
ループワークを挙げていました。

＊グループワークの進め方を協
同学習の基本に則って実施し、各グ
ループにファシリテーターとして協
同学習に通じている教員を配置し
たことが効果的だったようである。

＊内容としてよかったことは、臨
地実習で協同学習を展開する方法
に興味を持ったということでした。
2. 今後、企画してほしいこととして
は、①授業見学　②協同学習初学者
向けの内容　③協同学習技法の体
験　④現任教育での実践　⑤グ

ループワークについて　⑥教育実
践報告の共有　⑦協同学習の評価　
⑧協同学習を足並みそろえて理解
できる学習会等が挙げられました。

文責：協同学習を用いた看護教
育研究会 in Okinawa

連絡先：代表　浦添看護学校・
学監・知念榮子（chinen_e@sho-
oh.ac.jp）

（全地域）
全国看図アプローチ研究会
◇『全国看図アプローチ研究会研究
誌』20号と21号を公刊しました。

『全国看図アプローチ研究会研究
誌』20号掲載論文▼
1. 看図アプローチを活用した遠隔
授業の試み（5）－オンライン環境
における看図作文授業モデル【授業
の流れ編】－

石田ゆきkanzu-journal.vol.20_
pp.3-17.pdf
2. 看図アプローチで文法のオンラ
イン交流学習－きゅうちゃんで特別
支援学級と通常学級をつなぐ－
　田中 岬・大澤晴江・石田ゆき
kanzu-journal.vol.20_pp.19-38.
pdf
3.「変換」活動の重要性に配慮した
看図作文授業の試み
　伊藤公紀kanzu-journal.vol.20_
pp.39-47.pdf
4. 編集後記（鹿内信善）・奥付　
kanzu-journal.vol.20-henshukoki.
pdf
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McNamee、Harlene Andersonが
中心となって組織された非営利団
体です。オンラインでさまざまな学
びや交流の場が提供されています
が、そのほとんどが英語であり、日
本語で学びたいという声が高まっ
ていました。設立総会の開催後にも
さまざまなプロジェクトが立ち上が
り、来年度は、定期総会を明治大学
で開催することが決定しています。
詳細は、ホームページ（https://
taosinstitutejapan.com/）をご覧く
ださい。TIJの活動に賛同される方
は、どなたでもご参加いただけます
ので、ご興味のある方は、ぜひのぞ
いてみてください。お待ちしており
ます。

タオス・インスティテュート・
ジャパン　共同代表　鮫島輝美・
東村知子

連絡先：研究会事務局長　石田
ゆき
kanzu.approach.office gmail.com

協賛開催のお礼
貴学会にご協賛いただいたタオ

ス・インスティテュート・ジャパン
（TIJ）の設立総会は、2023年9月9
日（土）、10日（日）の二日間にわ
たり、関西大学千里山キャンパスに
て開催され、大盛況のうちに終える
ことができました。この場をお借り
して厚く御礼申し上げます。TIJは、
国 際N P O法 人T h e T a o s 
I n s t i t u t e ®（h t t p s : / / w w w.
taosinstitute.net/）の日本チームで、
The Taos Institute®は、社会構成
主義の理論と実践の推進を目指し、
社会心理学者Kenneth Gergen、 
ナラティブ セラピ ー のS h e l i a 

『全国看図アプローチ研究会研究
誌』21号掲載論文▼
1. 高校地学基礎における看図アプ
ローチを活用した授業実践－半減
期と過去の大気濃度の研究につい
て学ぶ－

寺田 昂 世・溝 上 広 樹k a n z u -
journal.vol.21_pp.3-10.pdf
2. 高等学校における看図アプロー
チ研修プログラムの開発と実践

溝上広樹kanzu-journal.vol.21_
pp.11-21.pdf
3. 看図アプローチの理論を活用し
て数学を学ぶ－「よく看ること」は
数学的思考を補完する－

石山信幸kanzu-journal.vol.21_
pp.23-33.pdf
4. 編集後記（鹿内信善）・奥付　
kanzu-journal.vol.21-henshukoki.
pdf

●  ●  ● 出版情報 ●  ●  ●

『関係の世界へ』
［翻訳者］東村知子・鮫島輝美・久保田賢一  ナカニシヤ出版

本書は、社会構成主義の第一人
者ケネス・J・ガーゲンの『The 
Re l a t i ona l Impe r a t i v e :  
Resources for a World on 
Edge』の翻訳書である．変化の
激しく予測不能なこの時代を、私
たちが共に生き抜き、持続可能な
未来を創り出すためには、関係の

あり方とそのデザインが鍵になるとガーゲンは考
える。本書は、ガーゲンの研究活動の集大成であ
る『関係からはじまる』（ナカニシヤ出版）をもと
にしたものだが、教育、ヘルスケア、組織、ガバ
ナンスなどの分野における実践例を交え、平易か
つコンパクトに書かれている。前書のボリューム
と難しさに途中で投げ出してしまったという読者
も、ぜひ再挑戦していただきたい。

協同学習実践資料㉗ 
『単元見通し学習の理論と実践』

［著者］杉江修治・水谷茂　一粒書房

本書は、1970年代に、『バズ学習』という協同学
習理論の実践の中で開発された「単元見通し学習」
という授業づくりの理論を、現代の実践例とあわ
せて紹介したものです。
主体的な学びの実現には、何より、学習者が「学
びに向かう構え」を持つ事が不可欠の条件です。そ
のためには、細切れの毎時の学習の見通しを越え
て、単元単位での学びの見通しを持たせることが

有効です。なぜそれが有効なのか、どのように実践化していくのか、
について解説を施しています。また、実践の紹介では、その再現性を
高めるために、できるだけ詳しい資料を付けています。本書から、今、
求められている教育現場の実践づくりに応える理論と事例について、
協同を基盤においた実践研究が、明らかな先見性を持っていたことが
理解されると思います。なお、本書の内容は、学会HPの出版案内に
PDFで掲載されていますので、どなたもご覧いただけます。


